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ピクノジェノール®は人の皮膚に浸透する
ピクノジェノール

®
がヒトの皮膚に浸透するか否かにつ

いて試験されました。[Sarikaki et al, 2004]　ピクノ

ジェノール
®
の溶液を生きているヒトの皮膚の断片につ

け、皮膚に吸収された分子を同定しました。低分子の

構成成分であるフェノール酸類は30分後には同定され

ました。カテキンを含む多くの構成成分は4時間後に最

大濃度を示しました。たくさんのピクノジェノール
®
の構

成成分が塗布後12時間経過しても有意な量を計測する

事が出来ました。

ピクノジェノール®はコラーゲンとエラスチン
に結合し保護する 
ピクノジェノール

®
はヒドロキシルプロリンというアミノ酸

を多く含むたんぱく質に高い親和性があります。これらは

圧倒的に皮膚の基質タンパクであるコラーゲンとエラス

チンに存在します。ピクノジェノール
®
をコラーゲンやエラ

スチンに加えた時、きつく結合したものが出来ます。これ

により、ピクノジェノール
®
は皮膚とも強く結合します。ア

ルブミンのような他のタンパク質とは、ピクノジェノール
®
の親和性は僅かしかありません。[Grimm et al., 2004]

更なる試験において、ピクノジェノール
®
とヒトの経口摂

取により出来るその代謝物は、コラーゲンとエラスチン

を酵素による分解から保護する働きがある事が明らか

になりました。これらの酵素は、マトリックスメタロプ

ロテアーゼ（MMP）で、コラーゲンの分解と新生の平衡

に影響しています。ピクノジェノール
®
の代謝物の阻害

ピクノジェノール
®
は、広く塗布または経口摂取により様々な皮膚科領域における適応症があります。ピクノジェノール

®
の

ユニークな薬理機能の組み合わせは、他に類の無い皮膚の健康維持に様々な利点を提供します。

塗布によるピクノジェノール®のスキンケア効果
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濃度（IC50）は、MMP阻害剤として知られているカプトプ

リルよりも低いものでした。例えば、ピクノジェノール
®

存在下におけるコラゲナーゼによるコラーゲン分解抑

制は前臨床試験で確認されています。

ピクノジェノール®は傷の回復を促進し傷痕
の形成を抑える 
薬理学的な試験において、皮膚の傷の治癒能力に関

して試験が行われました。[Blazsó et al., 2003] 傷は

熱によりつけられ、治癒するまで一日一回ピクノジェノ

ール
®
のジェルを塗布しました。いかなる治療もしない

と、傷の治癒までに15.3日を要し、ピクノジェノール
®
を

含まないジェルを用いた場合は治癒日数に変化はあり

ませんでした。1%ピクノジェノール
®
を含むジェルを用い

ることで、含まないジェルと比較して治癒日数が1.6日

短縮されました。ピクノジェノール
®
は用量依存的に傷

の治癒に必要とする日数を短縮する事が発見されま

した。更にピクノジェノール
®
の濃度が上がると傷痕の

サイズも小さくなる事が分かりました。

ピクノジェノール
®
を経皮的に用いた二つの臨床試験に

より、静脈不全または糖尿病の方の潰瘍の治癒力を改善

する事が示されました。[Belcaro et al., 2005 & 2006] 
ピクノジェノール

®
の粉末を30名の糖尿病患者の潰瘍に

直接塗布する事により、対照群が一般的な治療を施さ

れ、61%の患者が完全に治癒したのに対して、84%の患

者が完全に治癒しました。

ピクノジェノール®は強力な抗酸化物質である
ピクノジェノール

®
は、自然に発生する様々な活性酸素類

の中和力を持つとても強力な抗酸化成分である事が示さ

れています。[Rohdewald 2002] ピクノジェノール
®
は、使

用され酸化されたビタミンCを元に戻す働きがあります。こ

れはコラーゲンやエラスチンを合成する酵素であるプロ

リルヒドロキシラーゼの酵素としての働きに対して補酵

素として働くビタミンC の能力をサポートするものです。

皮膚の両面にピクノジェノール®は汚染防止
剤として機能する
局所用ピクノジェノール

®
は、ヒトの培養皮膚外植片に

対する汚染防止活性について評価されています。外植

片は、0.5・１・2% 濃度のピクノジェノール
®
溶液で処理

されました。半分の皮膚外植片は、車両の排気ガスや

タバコ煙・灰や粉じんやエアロゾル類などの代表汚染

物質である多環芳香族炭化水素（PAH）の混合物＋重

金属＋粒子状物質を吹きかけました。　　　

NRF2は細胞内伝達物質で、酸化ストレスに活性化し、特

に皮膚細胞であるケラチノサイトには大気汚染や紫外線

（UVA）由来活性酸素からお肌を守ります。汚染物質に暴

露されていないピクノジェノール
®
溶液で処理された外植

片において、ピクノジェノール
®
の抗酸化作用の影響で酸

化ストレスが抑えられ、NRF2の遺伝子発現が大幅に低下

しました。また、汚染物質に暴露された外植片にも、NRF2

の過剰な遺伝子発現を抑制することも確認されました。

アリール炭化水素受容体（aryl hydrocarbon receptor; 
AHR) は、解毒機能関連のシトクロム遺伝子と解毒酵素

の活性化に関与しています。多環芳香族炭化水（PAH）や

オゾンなどの汚染物質に暴露されることで、AHRが活性

化され、過剰に発現されます。　汚染物質に暴露された

外植片において、ピクノジェノール
®
溶液で処理で、AHRの

過剰な発言が大幅に抑えられました。そのうえ、汚染物

質に暴露されていない外植片において、ピクノジェノー

ル
®
溶液で処理で、AHR発現が増加し、皮膚細胞の汚染

物質に対する防衛機能を高めます。最後に、ピクノジェ

ノール
®
が重金属などの汚染物質に由来される酸化ス

トレスを大幅に抑制します。本試験では、細胞膜脂質

の酸化マーカーであるマロンジアルデヒド（MDA）が大

幅に抑えられました。

コントロール（未治療） コントロール（ジェルのみ）
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紫外線による損傷または光老化を防ぐピク

ノジェノール® 
肌を紫外線に露出する事は、活性酸素を発生させ、日

焼けを起こさせる前炎症プロセスの引き金を引きます。

ピクノジェノール
®
は前臨床試験において、効果的に日

焼けに足して対抗的に働きました。[Sime at al., 2004]

3日間連続的に紫外線に皮膚を曝露した後、皮膚の日

焼けに対する反応を計測する為に肌の厚さを調べまし

た。ベースラインと比較して、紫外線に曝露する事で、

皮膚の厚さは二倍以上になりました、これは皮膚の紫

外線被曝に対する著しい反応です。ピクノジェノール
®

を含むローションを紫外線に被曝した直後に使用する

ことで、用量依存的に浮腫を減少させました。濃度とし

ては0.05%の低さまでピクノジェノール
®
は有意に炎症性

の日焼け反応を抑制します。ピクノジェノール
®
は、それ

に含まれるプロシアニジンが紫外線を吸収するので、

紫外線照射後に肌に塗布されました。紫外線照射後す

ぐに肌に用いることで、プロシアニジンのサンスクリー

ン効果の影響がない状態で、ピクノジェノール
®
の抗炎

症作用についてのみ有効である事を確かめました。

ピクノジェノール
®
は、紫外線被曝による全身性の免

NRF2
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疫抑制効果に対応する事が明らかにされました。0.1%

のローションを紫外線照射後の肌に用い、紫外線に

影響された免疫応答（刺激性化学物質に接触した時

の過感受性で評価）が、通常時の87%まで回復しまし

た。[Sime et al., 2004]

ピクノジェノール
®
は、紫外線被曝により引き起こされる

発癌から守る事を示しました。[Sime et al., 2004] 

慢性的に紫外線照射されたマウスにおいて、ピクノジェ

ノール
®
無しの処置（0%）では11週目後から良性乳頭腫

が発生し始め、以後より悪性状態へ進行しました。ピク

ノジェノール
®
のローションを紫外線被曝後に塗布した

場合、腫瘍の発生を遅らせました、この効果はピクノジ

ェノール
®
の濃度が0.2%で有意になりました。何匹かの

0.2%ローションを塗布されたマウスはこの試験中腫瘍

を発生させる事はありませんでした。これらの発見はピ

クノジェノール
®
の著しい光防御性を示唆しています。

インビトロ研究では、日焼け止めローションに2%ピクノ

ジェノール
®
を配合することで、UVBまたはUVAに対する

効果がそれぞれ＋27%と＋37%増加することが報告され

ています。日焼け止めは、一日中ゆっくりと消えることが

知られています。ピクノジェノール
®
の配合で、日光照射

による日焼け止めの劣化を抑えられます。特に最も危険

のUVA紫外線に対する効果が高いです。

皮膚の両面にピクノジェノール®は汚染防止
剤として機能する
グラム陰性及び陽性細菌また酵母に対しても、ピクノジ

ェノール
®
は広範囲の微生物に対して抗菌活性を発揮し

ます[Torras et al, 2005]。最小阻害用量（MID）は、20 

µg/ml （黄色ブドウ球菌）から250 µg/ml （カンピロ

バクター）の比較的に小用量です。 酵母類のカンジダ

アルビカンスの場合では、MIDが30 µg/mlです。ピクノ

ジェノール
®
には殺菌性は確認されていません。0.025%

ピクノジェノール
®
の少ない配合濃度からでも、グラム

陰性及び陽性細菌また酵母に対して抗菌作用が見ら

れるので、 防腐剤の必要性を減らすことができます。
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ピクノジェノール®はニキビ治療に有効
ピクノジェノール

®
は大人ニキビに悩む女性40名を対

象に臨床的に試験されました。0.5%ピクノジェノール
®

含有ローションを一日二回洗顔後に塗布する形で使用

しました。症状の重篤度が試験開始時と治療開始一か

月後で調査され、立証された症状重篤度基準が用いら

れました。[Seki et al., 2006] 

この結果は、大部分の女性がニキビの改善を認識し

ました。4人にひとりの女性は効果を感じませんでした

が、75%がなんらかの効果を実感し、5%は劇的な改善

である事が明らかになりました。

ピクノジェノール
®
は、その抗炎症作用と抗菌作用、傷

の治癒促進作用の結果として、ニキビを改善した事が

示唆されています。この試験はピクノジェノール
®
がお

そらく、炎症や感染の関与による様々な肌の状態の改

善に有益である可能性も示唆しています。

経口摂取と皮膚のケアに関する詳細については、アプ

リケーションパンフレットのオラールスキンケアをご

覧ください。

コンプライアンス
ピクノジェノール

®
は、GMPまたはISO 22000 認定され、

高い基準に基づいて製造されています。.

ピクノジェノール
®
は、以下を含む化粧品に適用される

すべての欧州規制に準拠しています。

• EU Cosmetics regulation (EC 1223/2009),  

EU Cosmetic Directive on allergens (76/768/EC),  

on VOC (2004/42/EC), on CMR (EC 1272/2008 and 

EC 1223/2009), on Nanomaterials (SCCS/1484/12) 

and on Animal testing (76/768/EC). 

そのうえ、ピクノジェノール
®
は以下の条件を保証します：

• 添加物のない100%純粋な材料

• 非GMO、非BSE、非照射、非イオン化、非燻蒸 、無エ

チレン・プロピレンオキシド

• 農薬、重金属、有害性大気汚染物質（HAP）またはア

フラトキシンが管理されています

• 再生可能資源から生産されています

• 名古屋議定書に非適用

• INCI名義：Pinus Pinaster bark extract

• CAS番号: 90082-75-0

• 生産国: フランス

• 規格成分: 65–75%プロシアニジン（USPモノグラフに

基づく） 

• 定性はUSPモノグラフに基づいて、TLCまたはHPLC

製剤への適用性
ピクノジェノール

®
は水溶性のさらさらした粉末です。

より高い濃度では、水相での穏やかな過熱（50–60°C

まで）及び/または非イオン性化剤の添加により、可溶

化できます。可溶化されると、油相で超微細分布をと

ることができます。

また、ピクノジェノール
®
はプロパンジオールに溶解した

濃縮液体製剤としてオンデマンドでご注文できます。
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有意な改善 とても改善
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ピクノジェノール
®
は健康に対する有益性が臨床的に確証された強力な化粧品用素材です：

• 強力な抗酸化力

• 肌の健康改善とコラーゲンの再生

• 抗菌作用

• 抗炎症作用

• 抗光老化と紫外線対策
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本文書に記載されている情報は、一般目的では使用しないでください。本文書に記載されている文章と情報は、米国食品医薬品局または他の保健当局の評価を受けていません。本製品は疾

病 の診断、治療、治癒、予防を目的とするものではありません。ホーファー・リサーチ社は完成品を製造するメーカーに対してピクノジェノール®を原材料として供給しています。したがって、ホーファ

ー・ リサーチ社は完成品の使用に関して一切の表明を行いません。完成品の使用に関する表明が、製品が販売される地域の規制および法的要件に完全に準拠していることを確認する責任は

各メ ーカーにあるものとします。

Horphag Research
Administrative Office
P.O. Box 80
71 Av. Louis Casaï
CH-1216 Cointrin/Geneva
Switzerland
Phone +41 (0)22 710 26 26
Fax +41 (0)22 710 26 00
info@pycnogenol.com
www.pycnogenol.com

ピクノジェノール®はホーファー・リサーチ社の登録商標です。 

本製品の使用は複数の米国特許および他の国際特許により保護されています


